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I .テタテート（米側、レーク国家安全保障担当補佐官、日本側、佐藤北

米局長同席）

1. ロシア

（総理）お会いできて大変嬉しい。会談を楽しみにしていた。

先般の対ロ支援東京会議においては、アメリカ代表団には大変協力

して頂いた。米国が会議の基調を正しい方向に設定してくれたことが、

多いに助けとなった。

（大統領）会議の結果に満足している。主催者として貴総理が成されたこ

とを高く評価する。

ロシア状勢は困難であるが、我々は成すべきことをしていかなくて

はならない。

（総理）対、ロ支援で米国の援助額についていくのは大変難しい。

（大統領）あなたは、大きな額を出された（you did a lot）。自分は日

本の支援額に強く印象付けられた。

（総理）貴大統領がヴァンクーグァーで、エリツイン大統領に対してして

下さったことに感謝したい。

モスクワはその後、コズィレフ外務大臣を日本に送ってくれた。エ

リツイン大統領はコズイレフ外相に対し、会議より早めに訪日してエ

リツイン訪日について自分や武藤外務大臣と話し合うように指示を出

した。

貴大統領がヴァンクーグァーで日本のために話して下さったことが、

エリツインの気持ちを変えて、コズィレフ外相をしてエリツイン訪日

の準備に取りかからせることにしたと思う。

ロシア側は訪日の時期について、 5、 6月ということも言っていた

ー
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が、 6月には皇太子殿下の御婚礼があるので、 5月の遅めが良いとい

うことを提案し、エリツイン大統領の返事を待っているところである。

エリツイン大統領が来日すれば、自分と外務大臣とで、同大統領と

幅広い話しをすることができる。

そういう認識の下に自分はコズィレフ外相に対して、シナリオを一

緒に作ることを提案した。長期的な計画を示すコミュニケを作りたい

と思っている。そうすることによって、エリツイン大統領が訪日しや

すいようにしたいと思っている。

（大統領）エリツイン大統領は、選挙（election：発言のまま）の後には

より大きな行動の自由を得るだろう。

（大統領より同席のレーク補佐官に対して、選挙の期日を聞いたのに対し

レーク補佐官より、エリツイン大統領が選挙を行うかどうかまだ判らな

いと述べた。）

（大統領）エリツイン大統領は、ロシアから帝国主義の痕跡を全て取り除

こうと考えている。いくつかの共和国からも撤兵をしようとしている。

エリツイン大統領はこうしたことについて、自分に非常にオープン

に話をした。

その関連でエリツイン大統領は、軍人に住宅を確保しようとしてい

る。この問題については、外から支援することが大事で、 G7以外の

固からも支援できれば良いと思う。

東京会議は素晴らしかった（wonderful）。国務、財務両長官とも

日本に感謝している。

（総理）自分もあのこ人に感謝している。

国民投票の状況は厳しいが、我々の誰もが、有権者の 50%の支持

を得ることは期待できない。投票の 50%を得れば十分である。

。

Wilson Center Digital Archive Original Scan



（大統領）問題はロシア国民をしてエリツイン大統領が十分な支持を得た

と考えさせるために、どれだけの得票を得たら良いかということであ

る。有権者の 50 %と投票の 50%の聞で、何処まで有権者の 50 % 

に近い方向にもっていけるかが鍵である。

（総理より、投票総数の 5割に達しない場合にはどうなるのか、との質問

があり、レーク補佐官より、何をもって無効とするかについては二つの

解釈があり、議会とエリツイン側とで対立しているとの説明があった。）
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2. 日米関係

（大統領）日米両国は長い時間をかけてパートナーシップを構築してきた。

安全保障面でのコミットメントについては自分は強く支持している。

しかし、我々は経済面で難しい問題を抱えている。これらについて短

期間（ over night）で解決することは到底できそうにない。その関連

で自分は二つのことを提案（suggest）したい。

その一つは、もしか総理の同意が得られれば、サミットの際の日米

会談を含めて年に 2回は我々が会うことにしたいということである。

日米関係は最も重要な二国間関係である。また、我々が年に 2回会う

ことによって、他の国々（ the rest of the wor Id）や夫々の国民に

対して、我々がこの二国間関係を重視しているというシグナルを送る

ことができる。会う場所については、ワシントンでも東京でも、或い

はお互いに都合の良いその他の場所でも良いと思う。

更に、我々二人がそうすることによって、我々の後継者達のために

先例を作ることもできる。これからの 20年間に我々は大変な挑戦に

直面することになる。政治面でも安全保障面でも、そしてまた、環境

の分野でも、二国聞やグローパノレな問題に直面することになる。

第二の提案（proposal) は構造的な問題やセクターの問題について

対処するための枠組み (framework）を作ることである。これまでも

日米両国ははいくつかの深刻な問題について議論を重ねてきた。スー

ノ号ーコンビューター、 GA T  Tにおける農業問題、エレクトロニクス、

航空等である。

（注：これ以外にクリントン大統領が言及した分野があったか否かについ

ては、米側ノートテーカーに確認することとしているが、報道関係者

に対するブリーフイングのためにレーク首席補佐官及びカッター

N E  C次長と打ち合わせた際に先方が述べたことは、日頃クリントン

大統領が口癖のように挙げるのはスーパーコンビューター、コンピュ

ーター、半導体、自動車、自動車部品、農業、ミニパンの 7分野の由。

なお、この打合せの席上、佐藤、小倉両局長とレーク、カッター阿名

との間で「会談の席上でクリントン大統領が個々の問題に言及したの

は、米側が協議のための「枠組み」を提案するに至った背景となって

いる米側の問題意識を説明したものであって、これから日米関で相談
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していく「枠組みJが対象とすべき問題として提示したことではない」

という点を確認しておいた。）

自分は日米関係が自由貿易か保護主義かといった文脈のみで論じら

れるような状況に陥るようにはしたくない。現実はもっと複雑である。

例えば、自分も思ってもみなかったことではあるが、日本においです

ら、経済成長を維持することが難しくなっている。全ての豊かな国が

問題を抱えている。 ドイツやアメリカで失業率は 7%台となっており、

他のヨーロッパの国ではもっと高い失業率になっている。これらの国

々で経済成長を確保することは大変大きな挑戦である。

開発途上国の経済成長を促すことも大事であり、米国は GA T  Tに

反しないように、そしてまた、日本を差別しないようにしながらメキ

シコとの間で協力関係を深めていこうとしている。

構造的な貿易赤字を崩す（unlock）だけでは十分ではない。何らか

の前進を示す必要がある。

我々はラテンアメリカの国々にも働きかけようとしている。そして

また、成長がテクノロジーの分野にまで及ぶようにしようとしている。

今新たに緊急性を帯びている問題は、我々の二国間の貿易問題であ

る。日米関係の安全保障の側面については、自分はここで貴総理に対

し、我々のコミットメントを再確認することができる。また、グロー

パノレな問題についての協力の側面では、ロシア問題についての日米協

力が最近の典型的な例である。問題は、経済の側面であるが、この問

題は措置する（ f ix）ことによって、我々は、全体として、日米関係

が正しい方向に進んでいると感じることができる。

（総理）第一の点について、自分としても喜んで年に 2回会うこととした

い。今回自分が訪米したので、サミット以外の会談としては次は貴大

統領が訪日する番になるが、場所については弾力的に考えて、また自

分がワシントンに来ても良い。

偏った貿易不均衡については、自分が貴大統領の立場にあれば同じ

ことを考えると思う。我々（日本）としても、このしつこい

(nagging）問題に対処してきており、若干の成果も上がっている。

1 9 8 7年から 90年の聞はそうであった。プラザ合意で円が高く

なり、 85年 9月の当時は 1ドル＝ 2 4. 0円であったものが、直ちに

2 0 0円になり、 86年の夏には 15 0円にまでなった。この急激な
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円高は、日本の産業を難しい局面に立たせたが、日本の企業家達は懸

命な努力をしてこれを切り抜けた。その問、自分が大蔵大臣当時に取

り仕切った 60 0億ドル規模の刺激策は景気の回復につながり、貿易

不均衡の l隔も狭まり始めた。この問、アメリカの対日輸出は 70%伸

び、日本の対米輸出の伸び率は 20%以下に留まった。ところが、こ

こにきての景気の停滞によって、輸入が減る結果となっている。

経済成長は輸入を増やす一番良い方法である。 3日前に発表した総

合経済対策は、昨年 8月の対策と合わせて必ず効果を表し、日本経済

は徐々にではあるが回復するであろう。それと共に貿易収支問題も改

善の方向に向かうだろうと自分は期待している。

但し、こうした景気刺激策にも関わらず、貿易収支が貴大統領にと

って受け入れられるレベノレまで、縮小するかどうかについては、自分は

懸念をもっている。セクター的及び構造的アプローチは必要であろう。

貴大統領の提案は正しいもの（right）である。貿易不均衡を貴大統

領の言われる「枠組みJ という新しいアプローチで直すことは、日本

のためにも重要である。

そのアプローチに経済分野以外の問題を含めることも大事であろう。

経済全般、構造、セクターの問題に加えて、環境、ハイテク、人的資

源の開発、通信、運輸等についての協力の問題を含めて、かっ全体的

には経済の問題に重点を置くやり方で、進めていくことが良いと思う。

（大統領）日米が協力することは有益である。総理のお考えに勇気付けら

れた。日米両国が協力できる分野は多い。テクノロジーの分野もその

一つである。

（一旦別の話題に移った後で、）

（総理）経済問題については、幅広い問題について双方向（ twoways）で

議論することが大事である。

（大統領）米国民（mypeople）が日米関係について、経済的な見地から

だけで見たり、二国間関係の見地からだけで見たりしないようにする

ことが大事だと思っている。我々の聞にはグローパルな責任の問題、

安全保障上の共通の利益と経済の関係の三つの構成要素（component)

があるからである。

（ここで、ゴア副大統領、クリストファ一国務長官、ベンツェン財務長官、

本使が入札小人数の会談に移った。）
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3. 環境

（大統領）昨年ブラジノレで米国が生物多様性条約に署名しなかったことは、

我々にとって失望の種となっている。目下我々は環境関係者との聞で、

来週までに一つの解決を図ろうとしている。自分は若干の（解釈の）

変更で巨的を達成できると思う。お願いしたいことは、自分が合意を

取り付け得る文言について支持して頂きたいということである。自分

は目下、米国の企業家達を、日本の企業家が既にやっているように環

境問題から企業利益を生み出すことができると考えるようにしむける

ように説得している。自分が圏内の関係者との間で達成できる合意が

他の国によって承認されることが大事であり、日本政府がその文言を

見た上で速やかに反応を示して頂けるとありがたい。自分はこの機会

を掴まなくてはならない。そこで素早く感触を教えて頂きたく、日本

が問題ありと考えるのであれば、その点について知らせていただくだ

けでもありがたい。

〈ー
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Il .小人数会合（米側、ゴア副大統領、クリストアァ一国務長官、

ベンツェン財務長官、トニー・レーク Ns C補佐官、カッター NE C補

佐官代理、日本側、栗山大使、佐藤北米局長、小沢北米一長（ノートテ

ーカー）同席）

1. 冒頭大統領発言

（大統領）東京から帰国した直後のクリストファ一国務長官、ベンツェン

財務長官の話を聞いたが、両名とも日本の対ロ支援の対応を評価して

いた。日本はロシア支援のため寛大なコミットメントをされたと思う。

テタテでの会談は、非常に良いものであった。毎年 2回は会合する

ことに合意した。経済問題を協議していくためのフレームワークを作

り、その中ではセクター問題と構造問題を含めて取り上げていくこと

になる。また、適当な二国間の協力案件についてもこの中で取り上げ

ていくことに合意した。本日の合同記者会見の前にどういう表現でこ

れを対外的に発表するかについて関係者で作業してほしい。

実は、副大統領にこの会合に出席してもらうこととしたのは、サー

モンド上院議員の令嬢の葬儀に副大統領が出席するため、本日の昼食

会に副大統領が出席できなくなったからである。副大統領は環境面で

多いに活躍している。

（総理）小杉議員からゴア副大統領については、高い評価を伺っている。

（副大統領）愛知議員もよく知っている。本日総理とお会いできることを

光栄に思う。日米関係は経済問題に焦点が当てられがちであるが、そ

の他の分野の問題について本日議論できることを楽しみにしている。
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2. 環境問題

（副大統領）日本は気候変動枠組条約の作成にリーダーシップを発揮され

た。この他にもリオ環境会議では生物多様性条約が作成されたが、米

国は知的所有権の問題もあって署名できなかった。この問題は解釈宣

言を出すという方途により、解決が比較的に容易である。この宣言に

日本も参加されるのであれば大歓迎である。この点について日本側か

ら早急に好意的反応が頂ければクリントン政権にとって幸いである。

（総理）帰って話しを聞いて検討してみたい。

（副大統領）それで結構である。一緒に協力していくことができれば、大

きな影響があろう。米国は世界のためにもこの条約に署名したいと思

っている。

（他の話題の後）

（総理）実は、 5月にワシントンで環境に関するセミナーが開催される。

本件は竹下元総理、海部元総理も後押ししているセミナーであり、こ

のセミナーで副大統領がスピーチをして頂ければ関係者は光栄に思う

であろう。

（副大統領）貴総理直々の要請に大変印象付けられた。竹下元総理は

GLOBE に熱心でいる。 GLOBE の日本側代表団は常に立派な人達が出席

している。本件については総理の直接の要請であり、このセミナーに

出席し講演を行うべくあらゆる努力を払いたい。
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3. 対ロ支援

（大統領）クリストファ一、ベンツェン両長官から、東京で開催した G 7

閣僚合同会合の内容を詳細に聞いた。実は、テタテート会談では、総

理から民主主義国家では誰も有権者の 50 o/o以上の票を獲得すること

はできないが、エリツインは果たして可能であろうか、と聞かれた。

確かにそうであり、例えば政策を支持するかとの質問であれば、民主

主義国家ではもっと低い数字になるであろう。ロシアで議会が統治す

る事態になれば、一体どうなるのかと総理に聞かれて、自分（クリン

トン）は引き続き北方領土問題に関する日本の立場を支持すると述べ

た。しかし考えてみればエリツインが訪日した時、一体どのようなコ

ミュニケが発出されるのだろうか。一体ロシアではどのような事態に

なっていくのであろうか。

（国務長官）エリツインは投票総数の 50 o/o以上を獲得すると思うが、有

権者数の 50 o/o以上を得ることはないように思う。仮にそうなった場

合、我々はみな一致してエリツインは勝利したと言うべきであると思

う。投票総数の 50 o/o以上を取得することが伝統的に民主主義の基本

であり絶対過半数ではない。従って、国際社会が何を言うかが大事な

ので、みんなで支持したい。その際民主主義と人権面でエリツイン政

権が行っていることについても支持を表明すべきだと思う。

仮にエリツインが投票総数の 50 o/o未満となる場合には事態の推移

を注意深く見る必要が生ずる。どうなるにせよ、民主主義、市場経済

及び「法と正義J外交の 3点については今後とも求めつづけていくと

いう事だと思う。日本側ではどのように見ておられるか。

（総理）日本のロシアに関する情報は米国に比べ貧困である。

（国務長官）エリツインは熱心にキャンベーンを行っており、自信が有る

ようだ。

（大統領）一つ電話で話したことでもあるが（先方の発言のまま）、自分

と貴総理とコール、ミッテラン、メイジャーが、国民投票の後で直ち

に、一つの声で発言していくことが極めて重要であると思う。従って

ロシアに対し最大限の強いステートメントを発出することについて合

意したい。ロシア人は CN N等のテレビを良く見ているので大きなイ

ンパクトを与えることが可能であると思う。クリストファー長官の予
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測では、国民投票の結果、エリツインの地位は法的には解決されない。

有権者の 6 0 %が投票し、その内の 6 0 %がエリツインを支持すると

いう見方がある。ロシアにシグナルを送っていくことについては緊密

に協力していきたい。

（総理）そうしたい。

（大統領）日本の対ロ支援ノ4ッケージは大変なインパクトがあった。他の

国の協力の呼び水になる。

（総理）そう思う。エリツインは国民投票で選ばれた唯一の大統領である。

日本はかねてよりエリツインの改革路線を支持すると言ってきた。

G 7で一緒に協力していきたい。

（国務長官）日本で発表した米国の対ロ支援パッケージについて 2点申し

上げたい。核兵器廃棄については、 8億ドノレに 4億ドノレを積み増すこ

ととしており、本件に関する日本の立場と発表された協力は良く承知

しているが、マッチングを希望する。第二に、民営佑基金について日

本が一層関心を払うことを希望する。本件については、訪日した時点

で日本が反応することは不可能であったと思うが、今後マッチングを

希望する。

（財務長官）民営化基金はロシアの主要企業のために極めて重要である。

東京会合ではヨーロッパはあまり熱心ではなかったが、民営化基金を

積みましていくことは、非常に重要である。ロシア中央銀行のゲラシ

チェンコ総裁とも話しているが、エりツインが中央銀行のコントロー

ノレを握らないかぎり、事態は改善しないと言っている。その点、を中央

銀行に理解せしめることが重要である。そのためには、主要企業の民

営化が行われなければならない。

（総理）中央銀行とは所詮監督規制することが仕事であると思う。ヨーロ

ツパは民営化基金の話については、まだ用意が出来ていないようであ

る。我々としても引き続き検討していきたい。米国の提案では、 20 

億ドルのうち 5億ドルを米国が拠出し、やがて国際機関の協力を得て

40 億ドノレの基金にすると理解している。本件はソーシャル・セイフ

ティーネットにすべきではなく、怠惰な労働者に金を配るようなもの

としてはならない。中小企業についてはどう考えるのか。

（財務長官）中小企業については進展がある。大企業についても、サウデ

ィ等に声をかけている。決してセイフティーネットではなく、より生
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産的な産業に転換することを支援するものである。

（大統領）電話でもお話したもう一つの問題、即ちロシアに事務所を設け

支援資金の流れを調整するという考えについてお話したい。エリツイ

ンは、無駄が生じないようにするため本件を強く欲している。ややセ

ンシティブではあろうが、技術者が入って何が行われるべきかをマネ

ージしていくべきであろう。当然、何人が何処の国から如何なる組織

を作ってこれを行うかという難聞がある。電話で費総理は特別な人を

念頭に置いておられるのかと聞かれ、自分はないと答えた。大規模な

資金拠出国としては米日独であろうから、これら 3ヵ国が合意しうる

人物を長として各国の代表を入れたものにしてはどうかと思うが具体

案はない。改革が継続していくとしても今後とも悲惨な問題が残って

いくので、例えば 5年間にわたり監督オフィスを設けたら良いと思う。

そうすることが、資金の無駄を少なくすることにつながると思う。

（総理）自分が電話で質問した理由は、本件は機微な業務になるので、そ

の長たるものは実力のある企業に関する知識を有する人物でなければ

うまくいかないと考えたからである。国家聞の権限争いの問題が容易

に生じうる業務である。エリツインはこれを歓迎したと言うが、本当

にそうあり続けるかという問題もある。ロシアとして国家的プライド

の問題が生じ得るとも思う。外国の代表を通じてマネージしていくこ

とは、ロシアのナショナリズムを考えれば危険なことかも知れない。

（副大統領）しかし、エリツインがそういう要素も考慮に入れた上で、本

件は良いことであると考え、かっ、適当な人物が見つかるのであれば、

本件は良いアイディアなのではなかろうか。

（総理）日本の立場だけを言えば、比較的容易な立場に立っと思う。日本

が標的になることはないと思うが、米国はそうなろう。

（財務長官）例えば、石油産業を見ると、人を派遣しても通訳、所有権問

題等々の問題で諸々のレッドテープに直面する。従って、組織を設け、

人を常駐させることによってこのレッドテープを乗り越えていくこと

が必要だ、と思う。

（総理）日本も天然ガスの機械輸出に関連して、貿易保険付保のためにエ

スクロ勘定をロシアと合意した経験がある。しかし本件は動いていな

し、。

（国務長官）マーシヤノレプランを実施した時、各国に事務所を置いた経験
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がある。確かに機微で注意深く行う必要があるが、実施することは可

能である。この経験から学び、ピジネスの判った人物を探せば何とか

なるのではなかろうか。
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4. G 7スハノレト招請問題

（総理）一つ機微な問題についてお話したい。クリストファー長官とは既

に話した案件であるが、スハノレトインドネシア大統領をサミットに非

同盟議長固として招請する問題である。スハノレトは、冷戦が終了し、

非同盟運動は先進国との協調路線に変化している、ということを G 7

首脳に伝えたいと強く希望している。

不子~＿.＿，，

シアは地域の大国であり、後発の途上国であるが大変な可能性を秘め

ている国である。そしてスハノレトは非同盟運動に影響を与えてきてい

るので、何らかの形でスハルトが非同盟議長固としてのメッセージを

G 7首脳に伝える機会を設けたいと思う。

自分は、次回のシェルパ会合までに決定しなければ

ならないので、ご検討頂ければ幸いである。

（大統領）我々は彼に会っても良いと思っている（ incl in e d t o s e e h i m）。

どういう状況で会うことが適当であるかについては、議長たる貴総理

に委ねてよく、スハノレトに会う用意がある。インドネシアは無限の可

能性を秘めた国であると思う。また、非同盟諸国はより現実的な路線

を追及し始めている。本件は日本と米国との関わりでも良いことだと

思う。

（総理）そうであれば素晴らしい（Wonderful) 。米国大統領による友好

親善を示す絶好の機会となろう。我々は非同盟諸国の将来について大

きな利益を有している。本件については、両国の外相聞で話しを続け

させたい。

（国務長官）実は、本件は武藤大臣とお話した。

いくことが適当だと思う。また、米国の立場はヨーロッパ諸国とは違
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うかも知れない。

（大統領）ある意味では本件は貴重な先例となるかもしれない。非同盟諸

国が G 7と対話することは良いことであるようにも思う。

（総理）そのように思って頂いているのであれば大変に嬉しい。良い影響

が表れていくと思う。
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5. 日米経済関係

（財務長官）もう一つ重要性を強調する問題があり、それは経済である。

現在の貿易不均衡を続けることはできない。これを続けることは米国

の不況を招くか、保護主義をもたらすかのいずれかしかないと思う。

この問題には、対処しなければならず、我々の最大の関心事でなけれ

ばならない。いくつかのセクターでは、何らかの関係を築き上げてい

くことができるのではなかろうか。

（総理）日本の巨大なインバランスは非常に恥ずかしいものである。過去

にプラザ合意や 80年代後半に不均衡是正の幾許かの成功を納めるこ

ともあった。 87年から 92年の聞に米国の対日輸出は 7 0 %伸びた。

本件については、マクロ戦略が重要だが、おそらくセクターのアプロ

ーチも必要で、あろう。しかし、目標を設けたり、 TQ Iのような考え

には賛成しない（not sub s c r i be t o）。ビジネス界の人達のより良き

理解を得てトランスパレンシーを高めていくことが重要だと思う。

（財務長官）成功が計測可能であることは重要であると思う。

（大統領）米国の対日輸出の構造も懸念の対象である。確かに航空機が大

きな物品としてあるが、あとは一次産品が多い。半導体については、

（協定は）インプレッシブな結果をもたらしたと思う。また、自動車

パーツについて進展があると希望している。

（総理）米国の対日輸出は対独仏伊輸出の総計よりも多い。日本は米国か

ら見ればカナダに継いで、No.2の輸入大国である。不均衡は規制の結果

ではない。ブッシュ大統領来日時に、自動車部品について取り上げた。

9 2年度の最初の 6ヵ月間で前年度比の 20%増の輸入が見られた。

またデザイン・インを通じ、日本の自動車会社がアメリカの部品を使

って生産しているのでこれからも自然と増加があると思うので良いこ

とだと思う。 87年には 2億ドノレの輸入で、あったものが 10億ドルと

なっており、僅か 4年で 4倍増となっている。自動車については、

9 1年に比し、 92年は 10%減でその中にあって米国車は 10%の

増加をみている。米企業も努力していることを示しているからである

が、米企業の寄与分は 2 %である。不景気もあり伸び悩んでいるが、

景気の回復と共に自然に回復してゆこう。指摘しておきたいが自動車

部品についてはコミットメントではない。
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（財務長官）自然に増加していく点については、是非そう期待したい。米

国はヨーロッパに対しては黒字であり、世界的に競争力があると思っ

ている。

（総理）政府は 11 6 0億ドルの景気刺激策をとることとしているがこの

中には、スパコンを調達することが含まれており、米企業が入札する

ことを期待している。

（副大統領）パソコンも政府調達に含まれているのか。

（総理）特にない。

（副大統領）日本市場では米国のシェアは民間市場では 40%程度である

のに対し、政府調達では 1 %程度と聞くが、もし理解が誤っていれば

正して頂き‘たい。

（総理）本当だろうか。政府調達は 10%であるときく。これは小学校だ

とかそういうものであろうが差別があろうとは思わない。

（大統領）今般の景気刺激策ではどれだけの経済成長が見込めるのであろ

うか。

（総理）乗数効果を含めて GN Pを約 2. 6 %傘挙げすると試算されてい

る。

'" 
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6. 対越支援

キエットは POW/MI A問題についてグイエ
．．．．．．．．．．．．．．． 

トナムは誠実に努力していると述べていた。ヴェッシー将軍が訪越す

るときにはグィエトナムは真撃に対応するのではなかろうかと思う。

グィエトナムは国際社会への復帰を望んで、いる。

（大統領）

昨日グェ

ッシー将軍と会ったがこの問題は早期にヴ壬エトナム側と解決したい

と思っている。

に統領選挙期間中小さな町に行っても POW/MI A問

題について真実を知りたいとの国民の声があった。
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7. 東欧

（副大統領）対ロ支援に重点、が置かれすぎているため、東欧支援のことが

忘れられがちであるが、日本は長期的視野を持たれ、東欧に対し日米

協力のイニシアチブを取っているときく。詳細は承知しないが、ここ

で紹介する価値があると思う。

（総理）対ロ支援を決定するにあたり N I S諸国をその対象に含めている。

また、例えば、ロシアに物資を送る場合チェコにその物資の有無をき

いて日本の資金によって物資の手当を行うと言うこともある。 （後刻

北米局長より副大統領に日米間協力に関する日本のイニシアチブを説

明しておいた。）

く＼
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8. 天皇皇后御訪米

（大統領）日本ではこれから皇室の大きな婚儀が行われると承知している。

天皇皇后両陛下の御訪米を改めて御招待したい。

（総理）御招待に感謝申しあげる。天皇皇后両陛下にお伝えすることにし

たい。適当な時期に実現することに致したい。

クリントン大統領におかれては昭和天皇後崩御の際ニューオリンズ

の総領事館に記帳されたと伺っており、そのお気持には敬意を表した

し、。

（大統領）記帳したことは良く覚えている。

64-95 
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m.拡大ワーキングランチ（同席者、米側、クリストファ一国務長官、

ベンツェン財務長官、カンタ一通商代表、レーク Ns C補佐官、

ノレービン NE C補佐官、パーガー Ns C補佐官代理、カッタ－ NEC

補佐官代理、ブアース副大統領補佐官、アマコスト大使、日本側、

近藤官房副長官、栗山大使、佐藤北米局長、小倉経済局長、

竹内総理秘書官、小沢北米第一課長（ノートテイカー））

L. 官頭やりとり

（大統領）この食堂は、これまで家族用の食堂であった。

（総理）大統領は月に何回ぐらい外食されるか。

（大統領）この街を出るという意味では、月に 3回ぐらいである。

国民の支持を盛り上げるため積極的に地方行脚をしている。明日か

らもピッツパーグに行く。本当のことを言えば週に 1度は地方に行

きたい。

（総理）大統領の景気刺激策の見通し如何。

（大統領）フィリパスターにあっているが日本にはブイリパスターはあ

るのか。

（総理）ないです。日本には牛歩がある。 （一同笑い）

（大統領）フィリパスターの考え方は、上院の表決前にあらゆる角度か

らの議論を行うことを確保することにある。少数派が多数派を阻止

することはフィリパスター制度の乱用である。この辺りはベンツェ

ン財務長官が専門家である。
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2. 北朝鮮
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3. 中国

（大統領）中国についてはどのようにお考えであるか。米国内には条件

付きのM FN供与について強い支持がある。
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4. カンボディア

（レーク補佐官）日本のカンボディアにおける PK O参加を高く評価し

ている。今後選挙に向けて難しい状況を迎えていくが先般日本人の

死亡にも拘らず、日本の自衛隊が現地に留まっていることは高く評

価されることであり、国連にとっても重要な決定であったと思う。

今後の状勢をどのように見ておられるか。

（総理） 5月 23から 27日の選挙に向けて状勢は緊迫していくであろ

うが、問題は選挙後であると思う。シハヌークを大統領として迎え

ていくしか国を統ーしていく方法はないように思う。いずれにせよ

シナリオは不透明である。
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5.アジア・太平洋

（大統領）米国はアジアで日本の支持なく行動することはない。

（総理）アジアにおける米国のプレゼンスは不可欠なものである。... ・F・・
ア

ジアの各国は多様で経済の発展段階も異なり、脅威認識も夫々異な

米軍こそが地域の安定要因であり、．．．．． 
〆その存在は必須である。さればこそ、日本はホスト・ネーション・

サポートで 46億ドノレの支援を行っている。これは我々の利益のた

めに行っているものである。

A P E  C閣僚会議は今年米国が開催することになっている。是非

この機会を有効に利用してアジア外交を進めて頂きたい。

（大統領） （積極的に領く）

"' 

Wilson Center Digital Archive Original Scan



6. ハイティ

（パーガー補佐官）ハイティ問題について日本が今般 25 0万ドノレの拠

出を決定したと聞いており、感謝を表明したい。

（大統領）感謝を表明したい。

（クリストファー長官）カンボディア等やや暗い話題の後なので非常に

嬉しく思う。アリスティード大統領を支援し、ハイティが民主主義

国家に復帰することを支援していきたい。
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7. ボスニア

（大統領）今日の記者会見では残念ながらボスニアに質問が集中するこ

長官は本件で昼食に遅れて入って来たので、説明をさせたいと思う。

（クリストファー長官）セルピアに対する追加的制裁の国連決議案の問

題がある。セノレピアの弱点はハードカレンシーを失いつつあること

と、石油製品がひっ迫しつつあることだと思う。

然るにセルピア軍はスレブレェカ市周辺 lKm

まで進出しており同市は陥落寸前である。

って断固たる態度を示す時に来ている。

（総理）ヨーロッパはボスニア問題について余所見をしていることは許

されないと思う。責任を果たすべきだと思う。

（大統領）ボスニアは二つの理由から難しい問題だ。まずはそもそも難

しいということであり、これはヒットラーが第 2次位界大戦で十分

に経験したところである。チトーだけが秩序をもたらすことができ

た。第二にヨーロッパ諸国は何らかの措置をとることについては、

自分以上に消極的であるということだ。

確かに米国は他の固にない責任と能力があると思う。しかし、ボ

スニアの近くにある他の安保理諸国の意図に反して米国が行動をと

るということは出来ない。米国はヨーロッパ諸国に対して指導力を

発揮しでもヨーロッパ諸国の反対を乗り越えて行動することはない

経済封鎖の強化が適当だと思う。
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（レーク補佐官）日本のような国がこの問題に関心を示すことがヨーロ

ッパの意識を変える上で影響力があると思う。

。。
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8. ウノレグァイ・ラウンド

（大統領）ウルグァイ・ラウンドについてこれからどうしていくべきか

カンターU S T  Rより説明させる。

（カンター US T R）米政府はファースト・トラック期限の延長を議会

に求めており、 UR交渉は 12月 15日までに終了させなければな

らない。この期限設定はUR交渉を本格化させることになると思う。

四極代表と話し合っているが、サミットまでに市場アクセス問題に

ついて予備合意を実現したい。この合意の実現はUR交渉促進に多

いに寄与するのみならず、東京サミットではまたもや年末合意をめ

ざすという文言を繰り返すということなく、中身のある成果を植え

ることができることになる。 5月 i4日にカナダで会合した後、 6

月始めにパリで会合することが予定されている。これは農業、工業、

サービス分野の市場アクセス部分のみについての合意である。

（総理）隣の近藤官房副長官は、その前農林大臣であった。その意味で

市場アクセス云々という問題については、よく承知している人物で

ある。サミットまでに市場アクセス交渉を進めることについては日

本も賛成できる（amenable）。日本はURを成功させるため、保険・

金融分野を含む市場アクセスにつきあらゆる努力を払う（willing

to go all the way）。 UR交渉の現状は複雑かつ困難であり、米

国はダンケル案の中で、輸出補助金、知的所有権、 MT Oの問題に

つき問題があると主張しているように聞く。日本はスーパー 30 1 

条やアンチダンピングの改正について本当に懸念している。また、

関税化の問題もある。

（カンターU S T R）とにかく話し合っていくことが必要である。市場

アクセスについての合意は交渉者に自信を与え、モメンタムをつけ

ることになると思う。

（総理）日本が関税化を受け入れるためには、食管法改正を要する。自

民党は衆議院で過半数を握っているが、参議院では少数与党である

ので、そうである限り法改正は実現できない。

一。町一
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（大統領）米国もその点は似たようなことがある。

（カンターU S TR) E Cについても、フランスやポノレトガノレで農業の

問題がある。米国についても、所謂 22条産品の問題がある。しか

し1ヵ国の国について関税化の例外を認めるのであれば、みんなも

例外も求めることになってしまう。

（大統領）それでは、農業については合意できないということであろか。

（総理）いや、農業については、現実的な合意はできると思う。

実は、食管体制を解く機会は占領

下の 19 5 1年にあった。当時は管理を解く決定が行われていたが、

その直前に中国が北朝鮮に援軍を行ったため、食管を解く決定は撤

回されるに至った。これが食管体制をやめる唯一の機会であったの

かも知れない。その後食管体制の下、農民は豊かになり、消費も増

え、これが工業の生産増につながっていった歴史がある。

（大統領）その歴史については、自分もいつもそう言っている。

（総理）誤解ないように言うが、農地の 3 0 %を休耕にしていることを

お伝えしたい。

つの
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9. 国連

（大統領）日本のカンボディア、ソマリアに対する支援を高く評価して

いる。この機会に日本の安保理常任理事国入りについての自分の支

持を公に確認したい。これを実現する最善の方法が何であるかは、

まだよく判らないが、日本が例えば対ロ支援で果たした役割は、真

のリーダーシップを示すものであり、アジア・太平洋における日本

の地位は高いものであるので、日本が安保理に入ることは適当であ

ると考える。今後より具体的に話していくことにしたい。危険と苦

しみの多い世界の中で国連はより多くの役割を果たしていかなけれ

ばならないと思う。その中で安保理は過去の実態を反映するもので

はなく今日の実態を反映するものであるべきだと思う。

（総理）貴大統領の支持に感謝したい。

（クリストファー長官）総理はこの問題の機微に通じておられる。安保

理の改革が論じられるときには他国も関心を有するものであり、不

可避的にどの国が適当かという議論を招くことになる。しかし、そ

の中にあって日本の安保理入りは正当イじされるものである。米国は

日本と緊密に協議し、本件が政治的な競争とならないように努めて

いきたい。
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Wilson Center Digital Archive Translation - English

Secret  
  
Declassified  
  
Diplomatic Records – Information Disclosure Division  
  
Record of Japan-United States Summit Meeting  
  
April 1993  
  
First North America Division, North American Affairs Bureau  
  
The following is a summary of the main points of the Japan-United States summit
meeting between Prime Minister Miyazawa and President Clinton on April 16.  
  
I. Tête-à-tête (Attending, from the United States side was National Security Advisor
Lake; from the Japanese side, North American Affairs Bureau Director-General Sato.)  
  
1. Russia  
  
(Prime Minister) It is a great pleasure to meet you. I was looking forward to this
meeting. We appreciate the great cooperation that we received from the American
delegation recently at the Tokyo conference on assistance to Russia. It was a great
help for the United States to set the conference’s underlying tone in the right
direction.  
  
(President) We are pleased with the results of the conference. We think highly, Mr.
Prime Minister, of what you achieved as host.  
  
The situation in Russia is a difficult one. We have to do what we should do.  
  
(Prime Minister) It is difficult for us to keep up with the United States in assistance to
Russia.  
  
(President) You did a lot. I was strongly impressed by the amount of Japanese
assistance.  
  
(Prime Minister) Mr. President, I would like to thank you for what you did for President
Yeltsin at Vancouver.  
  
After that, Moscow sent Foreign Minister Kozyrev to Japan.  President Yeltsin
instructed Foreign Minister Kozyrev to visit Japan ahead of the conference there and
to discuss Yeltsin’s visit to Japan with me and Foreign Minister Muto.  
  
I think, Mr. President, that what you said for Japan at Vancouver changed Yeltsin’s
feeling and allowed Foreign Minister Kozyrev to prepare for Yeltsin’s visit to Japan.  
  
The Russian side was talking about May or June as a time to visit Japan. The Crown
Prince’s wedding is in June, so we suggested late May as a good time. We are waiting
for President Yeltsin’s reply.  
If President Yeltsin visits Japan, the Foreign Minister and I will be able to have
wide-ranging discussions. [TN: part of statement blacked out]  



  
On the basis of that understanding, we proposed to Foreign Minister Kozyrev that we
put together a scenario together. We would like to facilitate President Yeltsin’s visit to
Japan by doing that.  
  
(President) President Yeltsin will probably have greater freedom of action after the
election (as said).  

 (National Security Advisor Lake, asked by the President about the date of the
election, said that he still did not know whether or not President Yeltsin would hold
the election.)  
  
(President) President Yeltsin is thinking to remove all traces of imperialism from
Russia. He is also talking about withdrawing troops from some of the republics.
President Yeltsin spoke quite openly to me about this.  
  
Related to that, the President is also saying that he would try to secure housing for
the soldiers. Outside assistance is important for this problem, and I think it would be
good if countries outside the G7 were also able to give assistance. [TN: part of
statement blacked out]    
  
The Tokyo conference was wonderful. The Secretary of State and the Secretary of
Treasury are both grateful to Japan.  
  
(Prime Minister) I am also grateful to them.  
  
The situation regarding the popular referendum is a difficult one. None of us can
expect his obtaining the support of 50 percent of the voters. If he were to obtain 50
percent, that would be enough.  
  
(President) The problem is how much of the vote would President Yeltsin have to win
to convince the Russian people that he had gained sufficient support. Between 50
percent of the voters and 50 percent of the votes, the key is how close he can get to
50 percent of the voters.  
  
(In reply to the Prime Minister’s question as to what would happen in the event that
the total votes do not reach 50 percent, National Security Advisor Lake explained that
there are two interpretations on what would make it invalid and that the Parliament
and Yeltsin’s side would be in opposition over it.)  
  
2. The Japan-United States Relationship  
  
(President) The United States and Japan have built a partnership over a long period of
time.  
  
I strongly support our commitment on the security side. However, we have difficult
problems on the economic side. It seems impossible for us to solve this overnight. In
that connection, I would like to make two suggestions.  
  
One of them is, if we could have the Prime Minister’s agreement, I would like to meet
two times a year, including the US-Japan meeting at the Summit. The US-Japan
relationship is the most important bilateral relationship. Also, in our meeting twice a
year, we would be able to send a signal to the rest of the world and its various
peoples that we attach importance to this bilateral relationship. As for where to meet,
I think that either Washington or Tokyo, or other places convenient to both of us,



would be fine.  
  
Furthermore, with the two of us doing that, we would be able to create a precedent
for those who come after us. In the next twenty years, we will face formidable
challenges. In politics and in security, as well as in the environmental field, we will
face bilateral and global issues.  
  
My second proposal is to create a framework to handle structural and sectoral issues.
Up to this point, the United States and Japan have repeatedly discussed a number of
serious issues. They include supercomputers, agricultural issues in the GATT [General
Agreement on Tariffs and Trade], electronics, and aircraft.  
  
(Note: We decided to confirm with the US side’s note taker whether or not there were
sectors other than these to which President Clinton had referred. In meeting with
National Security Advisor Lake and NEC [National Economic Council] Deputy Director
Cutter to discuss a briefing for the press, the other side mentioned seven sectors that
President Clinton habitually raised: supercomputers, computers, semiconductors,
automobiles, auto parts, agriculture, and minivans. In addition, Bureau
Director-General Sato and Bureau Director-General Ogura confirmed in their
discussions with Lake and Cutter this point: “President Clinton, in mentioning
individual issues at the meeting, was explaining the sense of the issues that was
behind the proposal for a ‘framework.’ He did not raise them as the issues to be
addressed in the “framework” that the United States and Japan would be discussing
henceforth.”  
  
I do not want the US-Japan relationship to fall into a situation in which it is being
discussed only in the context of free trade or protectionism. The reality is more
complicated than that. For example, and I never would have imagined it, maintaining
economic growth has become difficult even in Japan. All the wealthy countries have
problems. The unemployment rate in Germany and America has reached 7 percent,
and there are even higher unemployment rates in the other European countries.
Securing economic growth in these countries is a really great challenge.  
  
Promoting economic growth in developing nations is also important. The United
States is trying, without being in violation of the GATT and without discriminating
against Japan, to deepen its cooperative relationship with Mexico.  
  
It is not enough to unlock the structural trade deficit. We need to show some forward
movement.  
  
We are also making an approach to the countries of Latin America. In addition, we are
also trying to extend growth to technological fields.  
  
An issue that once again is now a pressing one is our bilateral trade issue. Concerning
the security side of the US-Japan relationship, I can reconfirm to you here, Mr. Prime
Minister, our commitment. Also, on the side of cooperation on global issues,
cooperation between the United States and Japan on the Russia issue is a recent
classic example. The problem is on the economic side but, in fixing this problem, we
can feel that the US-Japan relationship in its entirety is moving in the right direction.  
  
(Prime Minister) Concerning the first point, I would also be happy to meet two times a
year. Since I have come to the United States this time, other than meeting at the
Summit, the next time you would visit Japan, Mr. President, but I am flexible as to the
place, and it would be fine with me to come to Washington again.  
  
Concerning the trade imbalance, I think that I would think the same thing if I were in



the President’s position. We (Japan), too, have been dealing with this nagging issue
and have achieved some results.  
  
That is how it was between 1987 and 1990. With the Plaza Accord, the yen rose in
value. In September 1985, one dollar was equal to 240 yen but immediately fell to
200 yen. In the summer of 1986, it reached 150 yen. This sudden rise in the yen’s
value put Japanese industry in a difficult situation, but Japan’s businessmen overcame
it by making strenuous efforts. In that period, the stimulus policy of 60 billion dollars
undertaken when I was finance minister resulted in the economy’s recovery, and the
trade imbalance began to narrow. In this period, America’s exports to Japan rose by
70 percent; the growth rate in Japan’s exports to the United States stayed under 20
percent. With the economic slowdown that came, however, the result has been a
decrease in imports.  
  
Economic growth is the best way to increase imports. The comprehensive economic
policy announced three days ago, together with the measures of August last year, will
surely show its effects. I believe that the Japanese economy will, gradually, recover.
Together with this, I expect that the trade balance issue, too, should move in the
direction of improvement.  
  
Despite such economic stimulus measures, however, I am concerned about the trade
balance shrinking to the level that would be acceptable to you, Mr. President. I
believe that a sectoral approach and a framework approach are necessary. Mr.
President, your proposal is right. Correcting the trade imbalance by the new
“framework” approach of which you speak is important for Japan as well.  
  
I think that approach is also important for issues other than those in the economic
field. In addition to overall economic, framework, and sectoral issues, I think it good
to move forward, including on issues of cooperation in such fields as the environment,
high technology, human resource development, communications, and transportation,
and in placing emphasis overall on economic issues.  
  
(President) Cooperation between the United States and Japan is beneficial. I am
encouraged by the Prime Minister’s thinking. There are many fields in which the
United States and Japan can cooperate. The field of technology is one of them.  
  
(After having moved on to another topic)  
  
(Prime Minister) On economic issues, it is important to have a two-way discussion on
a wide range of issues.  
  
(President) I think it important that, concerning the US-Japan relationship, my people
(Americans) not see it only from an economic viewpoint or only from a viewpoint of
bilateral relations. That is because between us there are three components: issues of
global responsibility, common security interests, and economic relations.  
  
(At this point, Vice President Gore, Secretary of State Christopher, Secretary of
Treasury Bentsen, and I entered the room and moved on to a small group meeting.)  
  
3. The Environment  
  
(President) It has been a disappointment for us that the United States did not sign the
Convention on Biological Diversity in Brazil last year. We are now attempting to find a
solution by next week with persons related to the environment. I think that, with a
slight change (in interpretation), we can achieve our goals. What I would like to ask is
to have your support for wording for which I can obtain consensus.  I am now



convincing American businessmen to think that they can generate corporate profits
from environmental issues, as Japanese businessmen are doing. The approval of
other countries for the consensus that I can achieve with the relevant persons in the
United States is important, so I would appreciate it if the Government of Japan would
take a look at the wording and quickly give its reaction. I have to grasp this
opportunity. Therefore, I would like you to quickly let me know your feeling. If Japan
thinks there is a problem, I would like you to inform me concerning that point.  
  
II. Small Group Meeting (Attending on the United States side were Vice President
Gore, Secretary of State Christopher, Secretary of Treasury Bentsen, National
Security Advisor Tony Lake, NEC Deputy Director Cutter; attending on the Japanese
side were Ambassador Kuriyama, North American Affairs Bureau Director-General
Sato, and First North America Division Director Ozawa (note taker).)  
  
1. President’s Opening Remarks  
  
(President) I heard from Secretary of State Christopher and Secretary of Treasury
Bentsen right after their return from Tokyo. Both men appreciated Japan’s response
on assistance to Russia. I think that Japan made a generous commitment of
assistance to Russia.  
  
The tête-à-tête meeting was a very good one. We agreed to meeting two times a
year. We agreed to create a framework for discussing economic issues, in which both
sectoral issues and framework issues are raised. We also agreed to take up within it
appropriate bilateral cooperation projects. Before today’s joint press conference, I
would like those involved to work on what language to use to announce this.  
  
The reason that I am having the Vice President attend this meeting is that, since he is
going to attend the funeral for Senator Thurmond’s daughter, the Vice President will
not be able to attend today’s lunch meeting. The Vice President has been very active
on the environment.  
  
(Prime Minister) I have heard a high assessment of Vice President Gore from Diet
Member Kosugi.  
  
(Vice President) I am familiar with Diet Member Aichi as well. It is an honor to meet
you today, Mr. Prime Minister. The economic issue tends to be the focus of the
US-Japan relationship, but I have been looking forward to being able to talk today
issues in other fields.  
  
2. The Issue of the Environment  
  
(Vice President) Japan showed leadership in the making of the United Nations
Framework Convention on Climate Change. Other than this, the Convention of
Biological Diversity was put together at the Rio environmental conference, but the
United States was unable to sign it due in part to the issue of intellectual property
rights. Resolution of this problem would be relatively easy by an interpretive
declaration. It would be highly welcomed if Japan were also to join this declaration.
The Clinton administration would be happy to have quickly from the Japanese side a
positive response.  
  
(Prime Minister) Once I have returned, I would like to ask for views, and consider it.  
  
(Vice President) That would be fine. I think that, if we could work together, the impact
would be great. The United States would like to sign this treaty for the sake of the
world.  



  
(After other topics)  
  
(Prime Minister) By the way, a seminar on the environment will be held in Washington
in May. The seminar has the backing of former Prime Ministers Takeshita and Kaifu. If
the Vice President were to give a speech at this seminar, I believe that those involved
would feel honored.  
  
(Vice President) Mr. Prime Minister, I am greatly impressed by your personal
invitation. Former Prime Minister Takeshita is enthusiastic about the GLOBE [Global
Learning and Observations to Benefit the Environment] program. GLOBE’s Japanese
delegation always has outstanding members in it. As this is the Prime Minister’s direct
request, I would like to try to attend this seminar and give a talk at it.  
  
3. Assistance to Russia  
  
(President) I have heard in detail from Secretaries Christopher and Bentsen the
contents of the G7 Joint Ministerial Conference held in Tokyo. Actually, in the
tête-à-tête meeting, the Prime Minister asked: nobody in the democratic countries
can obtain 50 percent or more of the votes, so how in fact would that be possible for
Yeltsin?  
  
Certainly, that is the way it is. For example, if the question were on of supporting a
policy, I believe that it would be a much lower number in the democratic countries.
The Prime Minister asked me what in fact would happen in Russia in the event that
the Parliament governed. I (Clinton) said that I would continue to support Japan’s
position on the Northern Territories issue. However, come to think of it, what kind of
communique would in fact be issued at the time of Yeltsin’s visit to Japan? What in
fact would be the situation in Russia?  
  
(Secretary of State) I think that Yeltsin would obtain above 50 percent of the total
votes but would not have above 50 percent of the electorate. Even if that were the
case, we think that everyone together should say that Yeltsin won. Obtaining above
50 percent of the total votes has traditionally been the basis of democracy, not an
absolute majority. Therefore, what international society says is important, so we
would like everyone to support it. At that time, I think that we should also express our
support for what the Yeltsin administration is doing in the areas of democracy and
human rights.  
  
  
In the event that Yeltsin ends up with less than 50 percent of the total votes, the
need will arise to watch carefully how the situation goes. No matter how it goes, I
think that we will continue henceforth to call for the three points of diplomacy:
democracy, market economy, and “law and justice.” How does the Japanese side see
it?  
  
(Prime Minister) Japan’s information on Russia is poor compared to that of the United
States.  
  
(Secretary of State) Yeltsin has been conducting an ardent campaign and seems
confident.  
  
(President) This is something I discussed on the telephone (as the other side said), I
think it extremely important, Mr. Prime Minister, that you, Kohl, Mitterrand, Major, and
I make a statement with a single voice immediately after the popular referendum.
Therefore, I would like us to agree to issue the strongest possible statement on



Russia. I think that, because Russians often watch such television as CNN, it could
have a great impact. In Secretary Christopher’s prediction, Yeltsin’s position will not
be legally decided as a result of the popular referendum. There is an outlook that 60
percent of the voters will vote and that 60 percent of them will support Yeltsin. I
would like to cooperate closely on sending a signal to Russia.  
  
(Prime Minister) I would like to do so.  
  
(President) Japan’s assistance package for Russia had a great impact. It will prime the
pump for the cooperation of other countries.  
  
(Prime Minister) I think so. Yeltsin is the only president to be elected by popular
referendum. Japan has repeatedly spoken of its support for Yeltsin’s reform line. I
would like to cooperate together at the G7.  
  
(Secretary of State) I would like to raise two points about the US assistance package
for Russia that we announced in Japan. For the disposal of nuclear weapons, we have
decided to add 400 million dollars to the 800 million dollars. Well aware of Japan’s
position on this matter and announced cooperation, we hope for a matching amount.
Second, we hope for Japan to show further interest in the privatization fund. We think
that it was not possible for Japan to give a response at the time of the visit to Japan,
but we hope later for a matching amount.  
  
(Secretary of Treasury) The privatization fund is extremely important for Russia’s
major enterprises. Europe was not so enthusiastic at the Tokyo Conference, but
increasing the privatization fund is very important. We have spoken with Russian
Central Bank Chairman Gerashchenko. He says that, so long as Yeltsin does not have
control of the Central Bank, the situation will not improve. It is important to have the
Central Bank understand that point. For that, the privatization of the major
enterprises must be carried out.  
  
(Prime Minister) Speaking of the Central Bank, I think that, after all, its job is
regulation and supervision. As for the privatization fund, it seems that Europe still is
not ready. We, too, would like to continue considering it. My understanding of the US
proposal is that the United States would contribute 500 million dollars of the 2 billion
dollars and, eventually, with the cooperation of international organs, would make it a
fund of 4 billion dollars. This should not be a social safety net. We must not do
something like hand out money to lazy workers. What do you think concerning small
and medium enterprises?  
  
(Secretary of Treasury) There is progress on small and medium enterprises.
Concerning large enterprises as well, we have called on the Saudis and others. It is by
no means a safety net but aid to them to change into even more productive industry. 

  
(President) I would like to discuss your thinking on another issue discussed by
telephone, which is setting up an office in Russia and coordinating the flow of
assistance funds. Yeltsin really wants this in order to ensure against waste. This is
probably somewhat sensitive, but I believe that we should manage what should be
done when technical experts go into Russia. Naturally, there is the difficult problem of
who, from which countries, creating what kind of organization, is going to carry this
out. Mr. Prime Minister, you asked me on the telephone if I had someone particular in
mind. I said that I did not. As the United States, Japan, and Germany will probably be
the large-scale donor countries, I am wondering how it would be if we made the
director someone acceptable to these three countries and include representatives
from each country, but I have no specific proposal. Even if reforms continue,
problems will remain in the future. I am thinking, then, for example, that it would be



good if we set up a supervisory office for a period of five years. I think that doing so
will lead to reducing the wasting of funds.  
  
(Prime Minister) The reason that I asked the question on the telephone is that this
matter is a sensitive operation, so I think that the director must be someone
knowledgeable about capable enterprises.　It is an operation where the problem of a
power struggle among countries could easily arise. Yeltsin said that he welcomes this,
but there is also the issue of whether it could really continue to be that way. I think
that the issue of Russian national pride could arise. Considering Russia’s nationalism,
managing via foreign representatives may be risky.  
  
(Vice President) However, I think that, Yeltsin having taken such factors into
consideration, this matter is fine. Also, if an appropriate person were found, would
this not be a good idea?  
  
(Prime Minister) To speak only of Japan’s position, I think that we are in a relatively
good position. I do not think that Japan would become a target, but the United States
probably would become one.  
  
(Secretary of Treasury) For example, looking at the oil industry, when you send
people, there are various problems, such as interpreting, intellectual property rights,
and such, and they face various kinds of red tape. Therefore, I think it necessary to
overcome this red tape in setting up an organization and stationing people there.  
  
(Prime Minister) Japan has the experience, related to the export of natural gas
machinery, of agreeing with Russia on an escrow account for trade insurance.
However, there is no movement on this matter. [TN: rest of line blacked out]  
  
(Secretary of State) We have the experience of having placed offices in each country
when we implemented the Marshall Plan. It is certainly necessary to act with
sensitivity and care, but implementation is possible. Learning from this experience,
will this not work out if we look for people who understand business?  
  
4. Issue of Inviting Suharto to the G7  
  
(Prime Minister) I would like to discuss a sensitive issue. I have already spoken of this
with Secretary Christopher. It is the issue of inviting Indonesia’s President Suharto to
the Summit as chair of the Non-Aligned Movement. I strongly hope to communicate to
the leaders of the G7 that Suharto and the Non-Aligned Movement, with the end of
the Cold War, are shifting to a cooperative line with the advanced countries. [TN: part
of statement blacked out] Indonesia is a regional power, a developing country but
one with great potential. Since Suharto is influential as chair of the Non-Aligned
Movement, I would like create an opportunity for Suharto in some form as chair of the
Non-Aligned Movement to communicate a message to the G7 leaders. [TN: several
lines blacked out] We have to decide this before the next Sherpa meeting, so I would
like you to consider this.  
  
(President) We are inclined to see him. As for under what circumstances it would be
appropriate to see him, I am prepared to leave it to you, Mr. Prime Minister, as the
host, and see Suharto. I think that Indonesia is a country of limitless possibilities.
Also, the Non-Aligned Countries are starting to take a more realistic line. I think this
would also be good for relations between the United States and Japan.  
  
(Prime Minister) That would be wonderful. I believe that this would be an excellent
opportunity for the President of the United States to show friendship and good will.
We have a great interest in the future of the Non-Aligned Countries. I would like the



Foreign Minister and the Secretary of State to continue talks on this matter.  
  
(Secretary of State) Actually, I discussed this matter with Minister Muto. [TN: several
lines blacked out] I think going ahead with care on this issue would be suitable. Also,
the position of the United States may be different from that of the European
countries.  
  
(President) In a sense, this matter may become a valuable precedent. I think that the
Non-Aligned Countries having a dialogue with the G7 would be a good thing.  
  
(Prime Minister) I would be very happy if you think that way about it. I think that it
would have a positive effect.  
  
5. The Japan-United States Economic Relationship  
  
(Secretary of Treasury) There is one more issue whose importance I will emphasize,
and that is the economy. We cannot continue with the present trade imbalance. I
think that continuing this way will only bring on a recession or bring about
protectionism in the United States. We have to deal with this issue. It has to be our
greatest concern. In a number of sectors, could we not build some kind of
relationship?  
  
(Prime Minister) Japan’s huge imbalance is very embarrassing. We did have in the
past some success in correcting the imbalance with the Plaza Accord and in the latter
half of the 1980s. Between 1987 and 1992, the United States increased its exports to
Japan by 70 percent. Concerning this matter, macroeconomic strategy is important,
but I believe that a sectoral approach is probably necessary as well. However, I do not
subscribe to setting goals or to such thinking as TQI [temporary quantitative
indicators]. I think it important for people in the business world to gain a better
understanding and to increase transparency.  
  
(Secretary of Treasury) I think that it is important to be able to measure success.  
  
(President) The structure of US exports to Japan is also a subject of concern.
Certainly, aircraft are a major good, but after that there are many primary
commodities. As for semiconductors, I think that (the agreement) had an impressive
effect. Also, I am hoping for progress on auto parts.  
  
(Prime Minister) US exports to Japan are greater than the total for its exports to
Germany, France, and Italy. Japan, for the United States, is the second importing
power, after Canada. The imbalance is not the result of regulations. When President
Bush came to Japan, we brought up the issue of auto parts. In the first six months of
fiscal year 1992, there was seen a 20 percent increase in imports compared to the
previous year. Also, through design-in, Japanese automobile companies are using
American parts in production, so I think that they will naturally increase in the future,
so I think that is a good thing. There were 200 million dollars of imports in 1987. They
have now grown to 1 billion dollars, quadrupling in only four years. As for
automobiles, in the midst of a decline of 10 percent in 1992 by comparison to 1991,
US automobiles saw an increase of 10 percent. This shows that US enterprises are
making efforts, but their share is 2 percent. Its difficulty in growing is due in part to
the recession, but I believe that, with recovery from the recession, they will naturally
recover. What I would like to point out is that there is no commitment on auto parts.  
  
(Secretary of Treasury) On the point of their naturally increasing, I would hope so. The
United States is in surplus with Europe. I think that we are globally competitive.  
  



(Prime Minister) The government has decided to adopt an economic stimulus policy of
116 billion dollars, including in it supercomputer procurement. I hope that US
enterprises submit bids.  
  
(Vice President) Will personal computers also be included in the government
procurement?  
  
(Prime Minister) Not particularly.  
  
(Vice President) I hear that, in contrast to the private market, where the US share is
around 40 percent, it accounts for around 1 percent of government procurement. I
would like you to correct me if I am mistaken in my understanding.  
  
(Prime Minister) Is that right? I hear that it is 10 percent of government procurement.
I do not think that there would be discrimination, whether it were an elementary
school or such.  
  
(President) With this economic stimulus policy, how much economic growth can be
expected?  
  
(Prime Minister) Including the multiplier effect, an increase to GNP of 2.6 percent has
been calculated.  
  
6. Assistance to Vietnam  
  
(Prime Minister) [TN: part of statement blacked out] [Prime Minister] Kiet was saying
that Vietnam is sincerely cooperating on the POW/MIA issue. I believe that Vietnam
will respond sincerely when General Vessey visits Vietnam. Vietnam wishes to return
to international society.  
  
(President)[TN: part of statement blacked out] I met yesterday with General Vessey. I
would like an early resolution of this issue. [TN: part of statement blacked out] During
the presidential election campaign, even when I went to small towns, there were
people who said that they wanted to know the truth about the POW/MIA issue. [TN:
rest of statement, several lines, blacked out]  
  
7. Eastern Europe  
  
(Vice President) Because assistance to Russia is overemphasized, assistance to
Eastern Europe tends to be forgotten, but I hear that Japan has a long-term view and
has taken the initiative for US-Japan cooperation on Eastern Europe. I do not know the
details, but I think that it would be worth introducing it here.  
  
(Prime Minister) In deciding assistance to Russia, we are including the NIS [Newly
Independent States] in it. Also, for example, in sending materials to Russia, we could
see whether or not those materials were in Czechoslovakia and then, with Japanese
funds, pay for those materials. (Afterwards, North American Affairs Bureau
Director-General Sato explained Japan’s initiative on Japan-US cooperation to the Vice
President.)  
  
8. The Visit of Their Majesties the Emperor and Empress of Japan to the United States 

  
(President) I understand that there is going to take place in Japan a grand marriage



ceremony of the Imperial Household. I would like once more to invite Their Majesties
the Emperor and Empress of Japan to visit the United States.  
  
(Prime Minister) I thank you for your invitation. I would like to communicate this to
Their Majesties the Emperor and Empress. I would like to realize this at a suitable
time. President Clinton, I heard that, at the time of the passing of the Emperor Showa
[Emperor Hirohito], you signed the condolence book at our Consulate-General in New
Orleans. I would like to express my respect for your sentiment.  
  
(President) I remember well signing the condolence book.  
  
III. Expanded Working Lunch (Those attending, from the United States side, were
Secretary of State Christopher, Secretary of Treasury Bentsen, United States Trade
Representative Kantor, National Security Advisor Lake, NEC Director Rubin, Deputy
National Security Advisor Berger, NEC Deputy Director Cutter, National Security
Advisor to the Vice President Firth, Ambassador Armacost; from the  Japanese side,
were Deputy Chief Cabinet Secretary Kondo, Ambassador Kuriyama, North American
Affairs Bureau Director-General Sato, Economic Affairs Bureau Director-General
Ogura, Executive Secretary to the Prime Minister Takeuchi, First North America
Division Director Ozawa (note taker).)  
  
1. Initial Exchange  
  
(President) This dining room has been for family use until now.  
  
(Prime Minister) Around how many times each month does the President eat out?  
  
(President) In the sense of leaving town, it is around three times a month.  
  
I actively go on trips around the country to whip up popular support. Tomorrow I’m
going to Pittsburgh. Honestly, I would like to go on a trip once a week.  
  
(Prime Minister) How are the prospects for the President’s economic stimulus policy?  
  
(President) It has run into a filibuster. Is there the filibuster in Japan?  
  
(Prime Minister) No, there is not. In Japan, we have the “cow-walk.” (Everyone laughs)
 
  
(President) The idea of the filibuster is to guarantee that debate takes place from
every angle before the Senate’s vote. The minority’s blocking the majority is the
abuse of the filibuster system. Secretary Bentsen is an expert on this.  
  
2. North Korea  
  
[TN: entire section blacked out]  
  
3. China  
  
(President) What is your thinking on China? In the United States, there is strong
support for granting conditional MFN [most favored nation status]. [TN: rest of
statement blacked out]  
  



(Prime Minister) [TN: all of statement blacked out]  
  
4. Cambodia  
  
(National Security Advisor Lake) I highly appreciate Japan’s participation in PKO
[peacekeeping operations] in Cambodia. It is highly appreciated that, facing a difficult
situation, with elections coming and despite the recent deaths of Japanese, Japan’s
Self-Defense Forces are staying on the scene. I think that it was an important decision
for the United Nations. How do you see the future situation?  
  
(Prime Minister) The situation will probably grow intense as we head towards the
elections from May 23 to 27, but I think that the problem will be after the elections. I
think that there is no way to unify the country but in welcoming Sihanouk as
president. In any event, the scenario is unclear.  
  
5. The Asia-Pacific  
  
(President) The United States cannot act in Asia without the support of Japan.  
  
(Prime Minister) The presence of the United States in Asia is indispensable. [TN: part
of statement blacked out] Each country in Asia is diverse, with an economy at a
different level of development and having different threat perceptions.  [TN: part of
statement blacked out] It is the US military that is a factor of stability in the region
and whose presence is essential. That is the very reason why Japan offers support of
4.6 billion dollars in Host Nation Support. It is in our interest that we are doing this.
[TN: several lines of statement blacked out]  
  
It is the United States this year that is hosting the APEC Ministers’ Meeting. I would
like you to take advantage of this opportunity to promote Asian diplomacy.  
  
(President) (Nods positively)  
  
6. Haiti  
  
(Deputy National Security Advisor Berger) I hear that Japan recently decided to
contribute 2.5 million dollars for the Haiti issue. I would like to express my gratitude.  
  
(President) I would like to express my gratitude. [TN: part of statement blacked out]  
  
(Secretary of State Christopher) I am very happy, after such somewhat dark subjects
as Cambodia. We would like to support President Aristide and support Haiti’s return to
a democracy.  
  
7. Bosnia  
  
(President) At today’s press conference, unfortunately, the questions will probably
focus on Bosnia.  
[TN: part of statement blacked out] The Secretary of State came in late to lunch due
to this matter, so I would like to have him explain it.  
  
(Secretary of State Christopher) There is the issue of a United Nations resolution for
additional sanctions against Serbia. I think that Serbia’s weak points are that it is
losing hard currency and there is a tightening in petroleum products. [TN: part of
statement blacked out] On the other hand, the Serbian military has advanced to a



kilometer of Srebrenica and the city is close to falling. [TN: part of statement blacked
out] Now the time has come to show a determined attitude with a sanctions
resolution.  
  
(Prime Minister) I think it unforgivable for Europe to look away from the issue of
Bosnia. I think that they should take responsibility.  
  
(President) Bosnia is a difficult issue for two reasons. First, to begin with, it is a
difficult place, something that Hitler fully experienced in the Second World War. Only
Tito was able to bring order there. Second, as for the European countries taking some
sort of measures, they have been more passive than us.  
  
I think that, certainly, the United States has a responsibility and capabilities that
other countries do not. However, the United States cannot act in a way contrary to
the intentions of other Security Council member countries that are near Bosnia. Even
if the United States shows leadership to the European countries, we are not going to
overcome their opposition and act. I think that strengthening economic sanctions
would be appropriate.  
  
(National Security Advisor Lake) I think that the interest of a country like Japan on this
issue is influential in changing Europe’s perception.  
  
8. Uruguay Round  
  
(President) Let us have USTR [United States Trade Representative] Kantor explain the
path forward that we should take for the Uruguay Round.  
  
(United States Trade Representative Kantor) The United States Government is
seeking from the Congress an extension of the fast-track deadline. We have to finish
the UR [Uruguay Round] negotiations by December 15. I think that setting this
deadline will put the UR negotiations in full swing. I have been speaking with the
Quadrilaterals and would like to have a preliminary agreement on market access by
the Summit. Realizing this agreement will not only contribute greatly to promoting
the UR negotiations but will enable us to declare an achievement with content and
not repeat at the Tokyo Summit wording that aims once again for a year-end
agreement. The plan is, after meeting in Canada on May 14, to meet in Paris in the
beginning of June. This will be an agreement only on the market access part in the
agricultural, industrial, and service sectors.  
  
(Prime Minister) Deputy Chief Cabinet Secretary Kondo here was previously minister
of agriculture. That means that he is someone well acquainted with such issues as
market access and the like. Japan, too, would be amenable to advancing market
access negotiations until the Summit. Japan is willing to go all the way on market
access, including the insurance and financial sectors, in order to make the UR a
success. The present state of the UR negotiations is complicated and difficult. I hear
that the United States in the Dunkel plan is arguing that there are problems with the
issues of export subsidies, intellectual property rights, and the MTO [Multilateral
Trade Organization]. Japan truly is worried about the revision of Super 301,
anti-dumping, and such. Also, there is the issue of tariffication  
  
(United States Trade Representative Kantor) In any case, it is necessary that we talk
with each other. I think that an agreement on market access would give confidence
and momentum to the negotiators.  
  
(Prime Minister) Japan would need to revise its Staple Food Control Act to accept
tariffication. The Liberal Democratic Party holds a majority in the Diet House of



Representatives but is a minority party in the House of Councillors. So long as that is
the situation, we cannot realize a revision to the law.  
[TN: rest of statement blacked out]  
  
(President) The United States also has something like that.  
  
(United States Trade Representative Kantor) For the EC [European Community], too,
in France and Portugal there is the problem of agriculture. However, if we recognize a
national exception to tariffication for one country, then everyone is going to ask for
an exception.  
  
(President) So, then, are we not going to be able to agree on agriculture?  
  
(Prime Minister) No, I think that we can reach a realistic agreement on agriculture.
[TN: rest of statement blacked out]  
  
(President) [TN: statement blacked out]  
  
(Prime Minister) [TN: part of section blacked out] In fact, there was an opportunity in
1951, under the Occupation, to undo the staple food control system. At the time a
decision had been made to undo the controls, but right before that happened China
sent military reinforcements into North Korea, so the decision to undo the staple food
controls ended up being withdrawn. This was perhaps the only chance to give up the
staple food control system. The history is that, after that, under the staple food
control system, the farmers became wealthy, consumption also grew, and this led to
increased industrial production.  
  
(President) I am also always saying so concerning that history.  
  
(Prime Minister) To avoid misunderstanding, I would like to tell you that 30 percent of
agricultural land is fallow.  
  
9. The United Nations  
  
(President) I highly appreciate Japan’s assistance for Cambodia and Somalia. I would
like to take this opportunity to confirm my support for Japan’s joining the Security
Council as a permanent member. I still really do not know what would be the best
way to realize this, but I think that Japan’s joining the Security Council is appropriate
because Japan, for example, has shown real leadership in the role it has played in
assistance to Russia and because of Japan’s high standing in the Asia-Pacific region. I
would like to speak more concretely about this in the future. I think that, in this world
of much danger and suffering, the United Nations must play more of a role. I think
that, in that, the Security Council should reflect not the past situation but the
situation today.  
  
(Prime Minister) I would like to thank you, Mr. President, for your support. [TN: rest of
statement blacked out]  
  
(Secretary of State Christopher) The Prime Minister is familiar with the sensitivity of
this issue. When reform of the Security Council is discussed, other countries also have
an interest in it. Inevitably, it invites debates over which countries would be suitable.
However, among them, Japan’s joining the Security Council is justified. The United
States would like to work in close consultation with Japan so that this matter does not
become a political contest.  


